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「45.4 使用時の注意事項」シリアルフラッシュメモリを使用する場合において、RX64M グループは注意事項の

追加として、RX71M グループは、記載内容の変更があります。以下、各々の内容をご連絡いたします。 

■RX64M グループ： 

【追加内容】 

45.4 使用時の注意事項 

45.4.3 シリアルフラッシュメモリを使用する場合 

SPI動作モードを Dual-SPI、または Quad-SPI にして、シリアルフラッシュメモリを使用する場合、SPCMDn.CPOL

ビット（n = 0 ～ 3）を“1”、SPCMDn.CPHA ビット（n = 0 ～ 3）を“1” に設定し、SPIモード 3を使用してくだ

さい。それ以外のモードは使用しないでください。また、SPCMDn.SPNDEN ビット、SPCMDn.SLNDEN ビット、

SPCMDn.SCKDEN ビット（n = 0 ～ 3）は、各々１にして遅延期間を設けてください。 

■RX71M グループ： 

45.4 使用時の注意事項 

【変更前】 

45.4.3 Single/Dual/Quad-SPI動作で SPIモード 3を使用する場合 

Single/Dual/Quad-SPI 動作でシリアルフラッシュメモリを使用する場合は、SPCMDn.CPOL ビット（n = 0 

～ 3）を“1”、SPCMDn.CPHA ビット（n = 0 ～ 3）を“1”に設定し、SPI モード 3を使用してください。 

 

【変更後】 

45.4.3 シリアルフラッシュメモリを使用する場合 

SPI動作モードを Dual-SPI、または Quad-SPI にして、シリアルフラッシュメモリを使用する場合、SPCMDn.CPOL

ビット（n = 0 ～ 3）を“1”、SPCMDn.CPHA ビット（n = 0 ～ 3）を“1”に設定し、SPIモード 3を使用してくだ

さい。それ以外のモードは使用しないでください。また、SPCMDn.SPNDEN ビット、SPCMDn.SLNDEN ビット、

SPCMDn.SCKDEN ビット（n = 0 ～ 3）は、各々１にして遅延期間を設けてください。 

 

以上 

 


